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確信度評定 各確信度に対応する P(HIT)と P(FA)が得られる 
実験的に検討可能である等分散の正規分布をだし、感度を固定して反応基準を操作する。

信号検出理論における判断基準の一種である。 
３段階の確信度評定 毎回の判断後に１～３を報告。１－自信なし・２－自信あり  
概念形成の実験→刺激：規則で生成された文字列（あり）とそうでない文字列（なし）        

反応：規則で生成されているか（YES）否か（NO）確信度により感度（d‘）が変化せず、

基準位置のみが変化するなら ROC 曲線（P(HIT)と P(FA)あるいはそれらの Z 値をグラフ化

したもの）の傾きは０となる。６×２混同行列、２×２混同行列が有効 
診断法 二つの状態のうちどちらであるか判定を下す。（Ex.医療診断、天気予報、適性検

査）信号検出理論の応用。AZ による複数の診断法を混ぜた感度の評価もあり。組み合わせ

の訓練により AZ 向上。 
HIV 検査（既存の研究結果から ROC 曲線（左右等分散ではなく、左右非対称）を生成、３

つの検査で感度を判定基準が異なる） 
コンピュータ断層診断法（放射線科医による脳腫瘍画像の５段階評価） 
渦流検査（非破壊検査、米軍技師によるレベルテスト。） 
RPE（主観的運動強度尺度） 検査から確認できた事からアルゴリズム化 言語カテゴリ

ーの追加によって直感的に判断がしやすい。評定値が運動量に比例し、運動強度の生理指

標（最大酸素摂取量、心拍数）と高い相関をもつ。体育、リハビリテーションに利用され

る。 
CR１０尺度 カテゴリー尺度と比率尺度の両方の特性を有する尺度。明確な言語ラベルの

ついたカテゴリーで評定。尺度数値は対数的に変化をし、０と最大値を設定する。作業の

心理的および身体的負担、痛みの評価。 
選好注視法 心理物理学的測定法による幼児の感覚機能の検討、幼児、特に未熟児の感覚

機能測定。子供の疾患における治療の早期補助・早期介入のため。選好の有無と長さによ

り、検出や弁別の有無を推定する。 
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